
インフレスライド条項運用の手順
　　「工事請負契約書第21条第6項から第8項まで」

必ず、協議の申出（請求）前に工事主管課と事前協議をしてください。

様式1-1 契約金額の変更について（請求）
様式1-2 概算スライド額計算書

発注者から通知
様式2 協議開始日について（通知）

発注者から通知
様式3 出来形部分の確認について（通知）

　

請負者から提出
中間検査願

様式４ 工事出来形数量の確認書

発注者から協議　
様式5-1 スライド額について（協議）
様式5-2 スライド額計算書

　

※

請負者から提出
様式6 承諾書
様式7 決定通知（承諾書が提出されない場合）

他の設計変更と同様な手続きを行う

スライド額の根拠説明 変動後残工事金額の調査

回答書受領 変更額等の調査依頼〈回答〉

工事完了

スライド額の協議通知 協議書受領 スライド額等協議書

　ここは、中間検査とし、単価変動
前の出来形数量確認を実施する
ものである。
　既済部分の部分払については、
別途既済検査にて対応する。
　ただし、予算の都合上、既済検
査が出来ないこともある。
　中間検査時は、工事主管課が
「変動前既済部分出来高工事内
訳書」を作成すること。

スライド額の決定 承諾書 承諾書受領

スライド額契約変更
契約変更手続き

（議決案件については、仮契約→議決後契約）

出来形数量確認 出来形数量の確認（中間検査※） 出来形数量の確認（中間検査立会）

出来形数量の確認書受領・保管 出来形数量の確認書作成・保管

請負者から提出
出来形数量内訳書等（任意書式））

出来形数量の確認（中間検査願） 出来形数量の確認願い
（中間検査願）受領・依頼

出来形数量内訳書（任意）を基に
発注者側が出来高を積算する。
　（書式は既済検査時に作成する
内訳書）

既済部分出来高内訳書作成

根拠資料確認

契約金額変更手続き開始

協議開始 通知書受領 協議開始日の通知

変更額等の調査依頼 依頼書受領

出来形数量確認通知・説明書類請求受領 出来形数量の確認通知等

根拠資料作成・提出 根拠資料受領

請負者 契約管財課 工事主管課 備考

協議の申出（請求）
契約金額変更請求書 契約金額変更請求書、受領・確認 　太枠部分は書類作成を示す
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・基準日は協議の上、請求日から14日
以内とすることができる。

・出来形数量内訳書（任意）を請負

者が作成。
書式は任意であるが、当初の参
考内訳書にて作成するのが望まし
い。

・出来形数量の確認は、
基準日より14日以内に行う。
・出来形数量内訳書（任意）

を基に発注者が積算する。

・請負者が承諾する。

概算スライド額計算書
及び参考資料添付

概算スライド額計算書及び

参考資料 受領

スライド条項適用の可否

出来形数量の確認依頼
スライド額の算出依頼

出来形数量の根拠請求
スライド額の根拠請求

・出来形数量の根拠
・スライド額の根拠

・出来形数量の確認書（様式4-
1）を作成して発注者・請負者双
方で1通ずつ保管。

変動前残工事金額確定

変動後残工事金額算出

スライド額の調整

・スライドできるか判断するため
概算スライド額を算定する。


